








ティブテスト（computer adaptive test: CAT）を導入す
ることは不可能であると考えられてきた．しかし，Moodle
に代表されるオープンソースのラーニング・マネジメント・













































































Proposition and Implementation of Algorithm for Computer Adaptive




















































































multi-stage test （MST; von Davier & Haberman,
2012）という方法は，コンテントバランスの調整が比較的
容易で，今後ますます注目を集めると思われる．MSTは，
１つのステージの中のテストは固定項目なので，項目をど
の順番で解いてもよく，一度解答した問題を後で見直して
変更することもできるという利点もある．
　その他にも，コンピュータの特性を生かした新しいタイ
プの項目開発は，今後の大きな課題であろう．これまでの
CBTやCATの項目はPBTの項目をコンピュータ化しただ
けのものが大半である．マルチメディア性やインタラク
ティブ性といったコンピュータの特性を生かした項目が開
発されると，PPTでは測定が困難であったコミュニケー
ション能力や問題解決能力などを測定しやすくなるのでは
ないだろうか．マルチメディア性やインタラクティブ性を
もった新しい項目がテストに加わることで，CBTやCATに
対するイメージが変わり，受験者・学習者へのポジティブ
なwash back効果が生じることが期待される．また，CAT
にゲーム的要素を入れること（gamification）によって，
学習への動機づけが強化されることも期待される．いやい
やテストを受けるのではなく，CATにやみつきになり解答
を続けているうちに，気がつくとスキルや知識が身につく
ようになるかもしれない．
　本研究によって，段階評価に適した新しいテスト理論で
あるLRT-CATアルゴリズムが提案され，オープンソース
を使ったCAT開発の道筋を示せたことで，一人でも多くの
方がCATというツールを使って教育測定をできるように
なれば幸いである．規模の大きさにかかわらず，CATを自
分の手で開発し実行できる時代になったのである．これか
らCATを開発しようとする方は，ぜひ受験者の心理的側面
にも配慮したCATを目指していただきた．“Happy CAT 
for everyone”これがこれまで筆者の研究モットーであ
り，これからも変わることはない．
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